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１．学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準【400字以内】

　本学は、スポーツ・健康・武道分野において、真理の探究を図るとともに、国民の健康や体力づくり・スポーツ文化の発展、及び鹿児島県を中心とした九州地域の課題解決・スポーツ実践・文化の発展に貢献するという目的を有している。また、第３期中期目標期間においては、グローバルなス
ポーツイノベーション研究拠点の形成を目指している。加えて、本学はスポーツ科学における最先端の研究施設・設備を有し、多くのアスリートを輩出するとともにスポーツ・武道に関する実践知を蓄積してきた。したがって、アスリートの競技力向上に直接寄与する研究であることを最も重視し
た。一方で、本学のある鹿児島県は、高齢化が深刻であり、健康寿命の延伸が最も重要な課題の一つである。それらを踏まえ、アスリートの競技力向上または地域住民の健康寿命の延伸に寄与するか否かを判断基準とし、海外研究者との連携や海外への波及効果も考慮して研究業績を選定してい
る。
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【学術的意義】
　本研究では、スポーツパフォーマンス研究センターの世界
唯一、最長の長走路(50m)フォースプレートシステムを利用
し、これまで困難だった長大な範囲のスプリント走における1
歩ごとの分析を行った。このような研究環境や得られた成果
は世界的な注目を集め、進行中のものを含めて23か国、50名
以上の研究者と共同研究を行った。(1)では、スポーツ実践現
場で世界的に広く用いられているレーザーやレーダー装置、
映像から求められるFVP profile(力、速度、パワーによるス
プリント走のプロファイリング)について、世界で初めて疾走
中の連続したデータを用いて精度検証した。(2)(3)の論文
は、スプリント走の加速疾走パフォーマンス決定因子につい
て、新しい分析手法であるSPMを使い明らかにしたものであ
り、CiteScoreが当該分野の上位4.51％のScandinavian
Journal of Medicine and Science in Sportsに掲載されてい
る。両論文は、出版された各号内の論文から1編が選ばれる
Editor's Choiceに選出されており、当該分野で高く評価され
ている。

【社会、経済、文化的意義】
　(1)の成果は、簡単に手に入れられるスマートフォンアプリ
(MySprint)を利用したスプリント走評価(スプリント走のプロ
ファイリング)に応用され、スプリント走の個人特性に関する
評価を誰でも簡便に行うことができるようになった。このこ
とにより、選手の個人特性に応じたトレーニングを処方でき
るようになり、アスリートのトレーニングや教育現場におけ
るスプリント走評価の変革に貢献した。また、(2)(3)を含む
本テーマに関連する2017年以降に出版された論文(32編)で得
られた成果の体系化を通じて、スプリント走パフォーマンス
向上の方略をまとめることができた。このことにより、スプ
リント走選手への適切なアドバイスが可能となり、実際に
2017年以降に本学へパフォーマンス測定に訪れた国内外のオ
リンピアンやパラリンピアンをはじめとするトップアスリー
トなどへのアドバイスに生かされている。

２．選定した研究業績

代表的な研究成果・成果物
【最大３つまで】

提出できる研究業績数
の上限

体育学部・体育学研究科

スプリント走パフォーマンスに関する
国際的な実践研究

　本研究は、アスリートやコーチのス
プリント走に関する実践知を補強し、
創発に寄与するために、スポーツパ
フォーマンス研究センターに設置され
た世界唯一の長走路(50m)フォースプ
レートシステムを利用し、国際的な研
究プロジェクトの遂行を通して、スプ
リント走パフォーマンス向上に資する
知見を客観的、多面的に明らかにした
ものである。

判断根拠（第三者による評価結果や客観的指標等）
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10.1111/sms.13302
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2 59020
スポーツ
科学関連

スプリント走の加速メカニズムに関す
るバイオメカニクス研究

　本研究は、ヒトのスプリント走にお
ける加速メカニズムについて検証した
ものである。(1)では、加速疾走にお
ける疾走様態の遷移(トランジッショ
ン)現象を明らかにした。(2)では、短
時間におけるスプリント走パフォーマ
ンス変化の要因について地面反力の観
点から明らかにした。(3)では、スプ
リント走における加速局面から最大速
度局面に至るまでの速度を制限する要
因について明らかにした。

SS

　(1)は、ヒトの加速疾走における疾走様態の突如の遷移(ト
ランジッション)現象について、地面反力の観点からそのメカ
ニズムについて明らかにしたものであり、CiteScoreが当該分
野の上位4.51％のScandinavian Journal of Medicine and
Science in Sportsに掲載されている。(2)は、短時間におけ
るスプリント走パフォーマンスの変動が特定の要因に依存す
ることを明らかにし、(3)は、スタートからの局面ごとに変化
する速度増加や速度を規定する因子を明らかにした。これら
の論文は、2018年に出版され、2020年３月までにそれぞれ
14、25回引用されており、世界的に高く評価されている。一
連の業績に関連して、UPSI Strength & Conditioning
Conference 2018においてSprint acceleration: Sections
and Determinantsの演題で招待講演を行い、国内学会を含め
ると計４回の招待講演を行った。本業績は、当該分野のみな
らず、関連する野球科学研究会でも招待講演を行うなど、
様々なスポーツの発展に寄与している。

10.1111/sms.13596

10.1080/02640414.2017.138
9101

10.1123/jab.2016-0356
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(1)

Matsuda T., Kato H.,
Suzuki H., Mizugaki
A., Ezaki T., Ogita
F.

Within-day amino acid intakes
and nitrogen balance in male
collegiate swimmers during the
general preparation phase

Nutrients
10
(11)

1809 2018

(2)

Washino S., Mayfield
D.L., Lichtwark G.A.,
Mankyu H., Yoshitake
Y.

Swimming performance is reduced
by reflective markers intended
for the analysis of swimming
kinematics

Journal of
Biomechanics

91 109-113 2019

(3)

Tsunokawa T., Mankyu
H., Takagi H., Ogita
F.

The effect of using paddles on
hand propulsive forces and
Froude efficiency in arm-
stroke-only front-crawl
swimming at various velocities

Human Movement
Science

64 378-388 2019

(1)

Miyamoto-Mikami E.,
Tsuji K., Horii N.,
Kanehisa H., et al.

Gene expression profile of
muscle adaptation to high-
intensity intermittent exercise
training in young men.

Scientific
reports

8(1) 16811 2018

(2)

Kumagai H., Miyamoto-
Mikami E., Hirata K.,
Miyamoto N., et al.

ESR1 rs2234693 polymorphism is
associated with muscle injury
and muscle stiffness

Medicine and
Science in Sports
and Exercise in
press

51 19-26 2019

(3)

Miyamoto N.,
Miyamoto-Mikami E.,
Hirata K., Kimura N.,
Fuku N.

Association analysis of the
ACTN3 R577X polymorphism with
passive muscle stiffness and
muscle strain injury

Scandinavian
Journal of
Medicine and
Science in Sports

28(3) 1209-1214 2018

(1)

Miyamoto N., Hirata
K., Miyamoto-Mikami
E., Yasuda O.,
Kanehisa H.

Associations of passive muscle
stiffness, muscle stretch
tolerance, and muscle slack
angle with range of motion:
individual and sex differences

Scientific
Reports

8(1) 8274 2018

(2)
Hirata K., Miyamoto-
Mikami E., Kanehisa
H., Miyamoto N.

Muscle-specific acute changes
in passive stiffness of human
triceps surae after stretching.

European journal
of applied
physiology

116(5
)

911-918 2016

(3)
Miyamoto N., Hirata
K., Kanehisa H.

Effects of hamstring stretching
on passive muscle stiffness
vary between hip flexion and
knee extension maneuvers

Scandinavian
Journal of
Medicine and
Science in Sports

27(1) 99-106 2017

3 59020
スポーツ
科学関連

競泳選手の栄養摂取評価と泳技術解析
に関する実践的研究

　本研究は、競泳選手の鍛錬期栄養摂
取状況、泳技術に関して、新たな手法
を用いて評価した研究である。栄養に
関しては、鍛錬期におけるタンパク質
要求量と推奨量を、窒素出納法を用い
て推定し、適切な栄養摂取推奨量を初
めて提示した。また、泳技術に関して
は、水中モーションキャプチャ法を用
いた手部推進力産生のメカニズムを解
明し、測定用マーカーが抵抗及びスト
ロークメカニクスに与える変化の定量
化に成功した。

Ｓ SS

【学術的意義】
　(1)では、高強度高容量のトレーニングを行う競泳選手のエ
ネルギー消費量の推量、栄養摂取量の実測を行い、特に１日
のタンパク質推奨量を精度高く算出した。CiteScoreが当該分
野の上位4.51％の国際誌に掲載され、本研究について2018年
に日本スポーツ栄養学会大会でランチョンセミナーにて招待
講演を行うなど高評価を受けた。
　(2)(3)は、世界でも数少ない水中三次元モーションキャプ
チャシステムを用いた研究である。本システムは、マーカー
の精度高い位置情報に加え、時間解像度も細かく、さらに短
時間で大量のデータを処理できることから、本研究は世界中
の水泳･水中運動研究者から注目を集めている。水泳運動時の
姿勢や四肢動作の変化がパフォーマンスに及ぼす影響や、四
肢における推進力産生のメカニズム等の研究を行っており、
水中における力学的指標の定量化は非常に困難であることか
ら、これらの研究成果は国内外のバイオメカニクス関連の学
会で高評価を受けている。

【社会・経済・文化的意義】
　(1)は、五輪に４回出場し、４つのメダルを獲得した松田丈
志氏を筆頭著者とする論文であり、１日15〜20kmほど泳ぐ競
泳選手の筋肉づくりに重要なタンパク質推奨量を示した。こ
れは、栄養指導にも注力する競泳界の貴重なガイドラインと
して重用されている。
　(2)(3)でも用いられた水中三次元モーションキャプチャを
はじめ、抵抗測定装置、加減圧調整可能流水プールといった
本学の水泳に関する特殊研究装置・設備は、他の機関では得
られない力学的、生理学的解析を可能とする。加えて、それ
らを活用した実践研究実績も豊富である。それ故、2015年か
ら毎年、国際大会･オリンピック候補選手の測定合宿や、指導
者・選手に対する競泳トレーニング教育の拠点として利用さ
れてきた。リオ五輪の男子4x200mリレーにおける52年ぶりの
決勝進出、銅メダル獲得はその成果の一つである。本研究に
関連した水泳の研究成果は、ICANS をはじめとする国内外の
招待講演等で計17回公表されている。

10.3390/nu10111809

10.1016/j.jbiomech.2019.0
5.017

10.1016/j.humov.2019.03.0
07
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遺伝子タイプが身体パフォーマンスや
傷害に与える影響に関する研究

　本研究は、遺伝子発現や遺伝子多型
の観点から、身体パフォーマンスの傾
向や障害のリスクを分析し、その関連
を明らかにしたものである。(1)で
は、高強度間欠的運動トレーニングに
より糖代謝や血管生成等に関わる複数
の遺伝子発現が増加したことを明らか
にした。(2)(3)では、遺伝子多型が骨
格筋の長軸方向の硬さに関連すること
と、それが筋損傷に与える影響につい
て示した。

SS

　遺伝子多型を調べることにより、運動トレーニングに対す
る身体機能の応答、筋損傷のリスクやその人に適したスポー
ツ種目の判定が可能である。(1)では、有酸素性および無酸素
性作業能力の両方を改善させる高強度間欠的運動トレーニン
グにより発現する遺伝子を特定し、このトレーニングによっ
て有酸素性および無酸素性作業能力が向上するメカニズムの
一因を解明した。(2)(3)では、保有する遺伝子多型によって
骨格筋の長軸方向の硬さが異なり、その違いが筋損傷のリス
クに影響することを示すとともに、筋損傷のリスクを判別す
るための遺伝子多型の一つを特定した。本研究の結果は、ア
スリートだけでなく生活習慣病の罹患リスク保有者に対する
運動プログラムを考える際の基礎資料としても有効である。
掲載誌のCiteScoreは、(1)が当該分野の上位10%以内、(2)(3)
は上位５％以内と高く、2018年の論文公開以降、2020年３月
までに３論文合計で15回引用されたことからも、注目度の高
さが伺える。

10.1038/s41598-018-35115-
x

10.1249/MSS.0000000000001
750

10.1111/sms.12994

10.1038/s41598-018-26574-
3

10.1007/s00421-016-3349-3

10.1111/sms.12620

5 59020
スポーツ
科学関連

ストレッチングが骨格筋における筋硬
度に与える影響に関する研究

　本研究は、ストレッチングが骨格筋
の長軸方向の硬さ(筋硬度)に与える影
響を、超音波せん断波エラストグラ
フィを用いて明らかにしたものであ
る。(1)では、安静時の筋硬度が、性
別により異なることを示した。(2)で
は、一過性のストレッチングによって
筋硬度に与える影響が下腿三頭筋内で
異なることを示し、 (3)では、ハムス
トリングスのストレッチングが筋硬度
に与える影響は、膝関節伸展と股関節
屈曲では異なることを明らかにした。

SS

　関節における可動域の柔軟性は多くの生理学的要因が関与
しており、柔軟性を規定する要因は未だに明らかにされてい
ない。本研究は、関節の可動域の柔軟性が骨格筋の長軸方向
の硬さ(筋硬度)に影響する要因を、性やストレッチング方法
との関連から検証したものである。(1)では、筋硬度が関節可
動域に影響することと、その影響が男女で異なることを示し
た。(2)では、一過性のストレッチングにより筋硬度は変化す
るが、その影響は協働筋間で異なることを示し、(3)では、ス
トレッチングの方法によって、筋硬度の変化が異なることを
示した。本研究の成果は、関節可動域の柔軟性を規定する要
因として新たな知見を加えるとともに、ストレッチングの内
容を再考するものとして、指導者から高評価を受けている。
　掲載誌のCiteScoreは、(1)が当該分野の上位10%以内、(3)
は上位５％以内と高く、2020年３月時点で(2)は34回、(3)は
21回引用されており、当該分野で非常に高く評価されてい
る。
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(1)
Yoshitake Y.,
Kanehisa H.,
Shinohara M.

Correlated EMG Oscillations
between Antagonists during
Cocontraction in Men.

Medicine and
Science in Sports
and Exercise

49(3) 538-548 2017

(2)
Maeo S., Shan X.,
Otsuka S., Kanehisa
H., Kawakami Y.

Neuromuscular adaptations to
work-matched maximal eccentric
versus concentric training

Medicine and
Science in Sports
and Exercise

50
(8)

1629-1640 2018

(3)

Yoshitake Y., Uchida
D., Hirata K.,
Mayfield D.L.,
Kanehisa H.

Mechanical interaction between
neighboring muscles in human
upper limb: Evidence for
epimuscular myofascial force
transmission in humans

Journal of
Biomechanics

74 150-155 2018

(1)
Ohta M., Midorikawa
T.,  Fukunaga T.,
Kanehisa H., et al.

Body mass-to-waist ratio
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身体運動における中枢および末梢の神
経制御のメカニズムに関する研究

　本研究は、人が意図的に運動を行う
ときの中枢および末梢で起こる神経制
御のメカニズムについて検証したもの
である。(1)では、主働筋と拮抗筋を
同時に随意収縮させたときに、相反関
係にある筋間で同期した筋活動が観察
されることを明らかにした。(2)で
は、力発揮課題によって協働筋間での
腱膜を介した力伝達のメカニズムを明
らかにした。(3)では、運動トレーニ
ングを行った際の神経筋活動の可塑性
をから明らかにした。

SS

　人の身体活動は、複数の神経筋の制御によって行われてい
る。また、それらはトレーニングによる可塑性がある。(1)で
は、本来相反関係にある主働筋と拮抗筋を同時に随意収縮さ
せたときに、共通の神経入力によって制御が行われているこ
とを示し、(2)では、力発揮課題によって、協働筋間における
力の作用が違うことを明らかにした。(3)では、人の身体活動
で行われている短縮性および伸張性収縮のトレーニングを
行った時の神経筋活動の適応を明らかにした。本研究の成果
は、人が身体活動を行う際の神経制御のメカニズムを解明す
る一助となるだけでなく、トレーニングを行うことによる神
経筋の可塑性を知るための有力な資料として、指導者やス
ポーツ科学者の間でも高い評価を受けている。
　掲載誌のCiteScoreは、(1)(2)が当該分野の上位３%以内、
(3)は上位10％以内であり、当該分野でも非常に高く評価され
ている。

10.1249/MSS.0000000000001
117

10.1249/MSS.0000000000001
611

10.1016/j.jbiomech.2018.0
4.036

10.1371/journal.pone.0177
155

10.1371/journal.pone.0189
836
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運動学習を最適化する模倣のメカニズ
ムと学習方略に関する研究

　モデルを模倣することは最も基礎的
な運動の学習方法である。本研究で
は、模倣による運動学習を従来の社会
的学習理論(認知的学習)の枠組みでは
なく、共通符号理論(感覚運動学習)か
ら捉え直し、最適な模倣学習を解明し
た。具体的には、模倣には無意識的な
感覚運動処理や予測誤差が強く作用す
ること、模倣学習を最適化するには動
機づけ要因の考慮が必要であることを
示し、従来とは全く異なる視点で模倣
学習のデザインを提案した。

Ｓ

　(1)(2)は、模倣のメカニズムに焦点をあてたものである。
(1)は予測誤差の影響を世界で初めて示した論文で、
CiteScoreが当該分野の上位7.25％のeLIFEに掲載された。こ
のプレスリリースは、日本経済新聞や毎日新聞(2018/5/29)の
電子版に掲載されるなど注目を集めた。(2)は予測精度と自己
焦点の影響を検証したものである。(1)(2)ともに2019年の
ヨーロッパスポーツ心理学会で引用され国際的に高い評価を
受けた。また、これらの研究成果を背景にした続論文は、
2019年に日本スポーツ心理学会で最優秀論文賞を受賞した。
さらに、(1)(2)の成果から国際的に著名な研究者が執筆した
Handbook of Embodied Cognition and Sport Psychologyに分
担著者として選出され出版された。(3)は自己選択の効果を検
証したものである。当該領域で権威ある国際誌に掲載され、
この内容を含む一連の研究は、招待講演として2018年に日本
体育学会で講演した。また、この研究の一部は、2017年に日
本スポーツ心理学会の優秀論文奨励賞を受賞するなど、国内
外で高い評価を受けた。

10.7554/eLife.33392

10.1371/journal.pone.0205
725

10.1123/jsep.2018-0011
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子どもやアスリートの身体組成の簡便
な推定式の作成と運動処方に関する研
究

　本研究は、身体活動の基盤となる骨
格筋量や除脂肪量を簡便に推定する方
法や、子どもの運動能力向上のための
運動プログラムについて提案するもの
である。(1)(2)では、身長、体重およ
びウエストから子どもやアスリートの
全身の骨格筋量および除脂肪量が推定
できることを明らかにした。(3)で
は、学校教育で実践可能な運動プログ
ラムが身体組成および運動能力に与え
る影響を明らかにした。

Ｓ Ｓ

【学術的意義】
　身体活動の基盤となる骨格筋量および除脂肪量の量的分析
は、身体パフォーマンスを評価するうえで重要である。それ
らの評価は、主にMRI法やDXA法によって行われているが、分
析が煩雑で費用もかさむ。(1)(2)は、子どもやアスリートの
骨格筋量および除脂肪量が、身長、体重、ウエストから精度
よく推定できることを示したものである。この手法は、比較
的容易に多人数を対象にした調査を可能にすることから、学
校現場等でも注目されている。また、掲載誌のCiteScoreは、
(1)(2)ともに当該分野の上位10％以内であり、当該分野でも
高く評価されている。
　(3)は、子どもの体力向上をねらいとした運動処方に関する
研究であり、学校教育で実践可能な運動プログラムの強度を
心拍数から定量し、その強度に基づいて作成した運動プログ
ラムが持久力に効果があることを示した。本論文は、日本語
の論文でありながら2020年３月時点で論文の閲覧数が1231に
上るなど、注目度の高さが伺える。

【社会・経済・文化的意義】
　本研究の成果は、専門的なトレーニング機器を使わず短時
間で運動能力の向上に対して効果的な運動プログラムを確立
したことである。本研究の研究協力校では、毎朝、授業開始
前の５分間、この運動を行うことにより、運動能力テストの
特にシャトルランの結果が改善するとともに、現場の教員か
らは「朝の運動前に自ら校庭を走る低学年も出てくるなど、
運動習慣が根付きつつある」「この運動により、１時間目か
ら落ち着いて授業に臨めている」などの高評価を受けてい
る。また、(3)を含む一連の研究に関して、鹿屋市教育委員会
から感謝状を贈呈されたほか、コーチング・スポーツ科学情
報誌「コーチングクリニック」(2019年３月号)に取り上げら
れるなど波及効果も大きい。さらに、この取組を県内外の多
くの小中学校で展開するために、地元放送局との共同研究と
して、この運動プログラムの一部を動画配信する計画も進行
している。
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高齢者等の疾患とその予防に関する研
究

　本研究は高齢者の身体活動や治療薬
の選択が身体機能ならびに腎機能改善
効果に関わっていることを明らかにし
たものである。(1)では最大咬合力が
低値の高齢者ではフレイル発症のリス
クが大きいことを示し、(2)では身体
活動が高齢者の認知機能低下に関わっ
ていることを明確化した。(3)では高
血圧治療薬であるアンジオテンシン受
容体拮抗薬が患者の腎機能悪化を抑制
する効果を示した。

SS

　日本の総人口に占める高齢者人口の割合は2018年には28％
に上り、2025年には約30％に達すると見られている。高齢者
を対象とした(1)では最大咬合力が低下した高齢者ではフレイ
ル発症の割合が高くなることが明らかになった。(2)では認知
症を防止するには身体活動度を上げることが重要であること
を明確にした。(3)では高齢者に多く見られる高血圧の治療薬
が腎機能低下を抑制する効果を検証した。これらの研究成果
は口腔機能、身体の活動度を向上させ、薬剤を適切に使用す
ることで、高齢者の健康状態を改善し得ることを示してい
る。本研究の成果を生かし、高齢者が自立して生活できる社
会を築くことは、高齢者の生活の質を向上させるだけでな
く、社会経済学的な側面にも貢献し得る。
　また、論文の被引用数は(1)(2)がそれぞれ13回、30回と多
く、掲載誌のCiteScoreは、(1)(3)が当該分野の上位10%以内
であり、当該分野において非常に高い評価を受けている。

10.1111/joor.12578

10.3390/brainsci7020022

10.1038/s41598-018-20874-
4
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運動器や睡眠の障害に関するスポーツ
医科学的研究

　本研究は、睡眠や運動器の障害につ
いて、そのリスク要因の究明や物理療
法の介入効果について検証したもので
ある。(1)では、学生アスリートの睡
眠障害リスク要因を生活習慣や競技活
動、メンタルヘルス等との関係から明
らかにした。(2)では、若年期の下肢
不動に対する筋電気刺激介入が骨組織
にも萎縮軽減に有効で、その機序の一
端を明らかにした。(3)では、高齢期
においても効果的な電気刺激介入方法
を示した。

Ｓ

　アスリートに起こりうる睡眠障害やケガはパフォーマンス
低下につながる深刻な問題だが、そのリスク要因の究明や改
善方法の開発は、国民一人ひとりの生活の質向上にも役立
つ。(1)では、アスリートの睡眠障害の要因を初めて包括的に
検証し、深夜のアルバイトや朝練習の頻度、消灯後のスマー
トフォンの使用などのリスク因子を明らかにした。(2)(3)で
は、神経損傷により一時的に不動となった下肢筋への１日30
分の電気刺激処方により、筋萎縮や骨強度低下を軽減する効
果を若齢と高齢で包括的に見出し、機序の一端を明らかにし
た。これらの研究成果は、新聞等でも取り上げられ、広く一
般に注目された。また、痛みが少なく複数の運動器に効果が
波及する介入条件を提示できた点で、高齢者等への運動の代
替療法としても注目されている。
　掲載誌のCiteScoreは、(1)(2)(3)ともに当該分野の上位10%
以内と高く、(1)は論文公開後２年未満で７回引用されてお
り、当該分野で非常に高く評価されている。

10.1016/j.clnu.2018.11.01
7

10.1371/journal.pone.0208
070

10.1371/journal.pone.0173
909
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スポーツパフォーマンスに関する全国
的な実践研究

　本研究は、体育・スポーツの実践場
面におけるアスリートやコーチの実践
知を事例的に記述・説明・分析し、実
践知の確証や新たな仮説を創発するも
ので、アスリート等の実践へのヒント
やスポーツ科学研究へのリサーチク
エッションを提供するものである。本
学は2016年以降、国内誌だけで149本
の実践研究論文を公表し、実践現場へ
情報提供を行うとともに、実践研究を
指南する書籍の発行などにより国内の
実践研究の促進・普及に貢献してき
た。

SS

　(1)は、体育・スポーツ分野における実践研究論文の書き方
を、各種スポーツを事例にあげて解説した書籍である。体育
科教育(大修館書店：2019年２月号)等の複数の専門誌で書評
に取り上げられ、「体育・スポーツ領域の教育・研究者、な
かでも現場指導者に対して画期的な指針を与える可能性があ
る」等の高評価を受けた。(2)では、テニスの打球速度と回転
数を用いた選手評価を可能にし、本論文をはじめとする一連
の研究は、2016年に2nd Asia-Pacific Conference on
Coaching ScienceでYoung Scholar Awardを受賞したほか、
2019年には31st Seoul International Sports Conferenceで
招待講演を行うなど注目度が高い。(3)では、体力・技術の測
定結果と指導者による評価をもとに選手ごとに個別のトレー
ニングを処方・実施することによる基礎体力の改善効果を明
らかにした。
　その他、多くの実践研究を行い、2016年度以降の本学研究
者による実践研究論文は国内誌だけで149本に上るなど、体
育・スポーツ分野における実践研究の全国的な普及に貢献し
てきた。
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中高年者の健康づくり運動を支援する
実践的及び基礎的研究

　本研究は、中高齢者の健康づくり・
維持に関して、体組成並びに効果的か
つ傷害予防の観点からみた運動のあり
方を検証したものである。(1)では、
超音波Bモード法を用いて中高齢者の
除脂肪量と体組成を精確に推定できる
か否かを明らかにした。(2)では健康
づくり運動として普及しているノル
ディックウォーキングをより効果的に
行う方法を示した。(3)では、登山に
おいて膝伸展筋群の機能低下を起因と
する転倒事故を予防する方法を示し
た。

Ｓ

　加齢による肥満や除脂肪量の低下は、メタボリックシンド
ロームやサルコペニアを引き起こす。そのため中高齢者の除
脂肪量や体組成の精確な評価は極めて重要であるとともに、
それらの予防には運動の実施が最善である。(1)では超音波B
モード法を用いた体組成の評価が、若年者と同様にDXA法と同
水準であるかどうかを検証し、中高齢者では十分精確では無
く留意する必要性を示した。(2)ではノルディックウォーキン
グをより効果的に健康づくり運動として行う際には、ポール
操作に習熟する必要があることを示した。(3)では登山の下山
などでの坂道下りは、膝伸展筋へのダメージや機能低下から
転倒事故を招いてしまうことが多いが、事前の短時間の坂道
下りを実施することにより防止できることを示した。
　掲載誌のCiteScoreは、(1)が当該分野の上位5%以内、
(2)(3)は上位10％以内であり、当該分野で高く評価されてい
る。


